
プール活動と５領域との対応 

プールに入る前後の活動  

準備体操を集団で行い、回数をカウントする役割を交代で行っています 

 

その後にスイミングスクールへの移動の際の公道における注意点などを伝達し、 

実際の移動の中でも交通ルールを守れるよう、実践していきます 

 

入水前後の着替えの場面では、衣類の脱着課題に取組みます 

児童の発達段階に応じて、必要な分だけの手助けを行い 

可能な範囲でチャレンジします 

 

プール後には集団で忘れ物のチェックを行うことで、物の管理への意識づけを行っています 

 

健康・生活 人間関係・社会性 

 

プールでのスイミング練習 

水慣れ、泳法（基本）、泳法（応用）の三チームに分かれて練習を行います 

各チームでステップアップ表があり、スモールステップでの目標達成を目指していきます。また、児童

の特性に合わせ、短期目標をさらに細分化し、ケースごとに最適化を図ります 

 

水慣れチーム 

長期目標 

① 水への過度な恐怖心を抑え、浮いたり潜ったりできるようになる 

② 安全なプール利用に必要な規則や支援員からの指示の理解 

③ 水中での運動精度の向上 

 

感覚過敏などが原因となって水への恐怖心が強い児童に対しては、 

特に注意しながら本人に可能な範囲で水慣れを進めていきます 

過度な力みや脱力があると水に浮いた状態で精度の高い運動をすることが 

できないため、まずは水慣れチームで水と親しんでもらうことになります 

 

運動・感覚 認知・行動 

 



また、水が好きで興奮してしまったり、指示が入りづらい児童についても、 

水に慣れてある程度落ち着いて動けるようになるまでに必要なステップとなります  

プール内では守れないと危険がある規則も多くある（プールサイドで走らない、 

フロアの下に潜らないなど）ため、プール内では支援員の指示を聞いてもらえるよう、 

水慣れチームの段階で本人に伝わりやすい形でしっかりと伝えていきます 

言語・コミュニケーション 人間関係・社会性 

長期目標を達成したら、泳法（基本）チームに進みます 

 

泳法（基本）チーム 

長期目標 

① クロールで 25m を泳ぐ 

 

このチームでは泳法において最も基本的なクロールの練習を行います 

フォームの理解と実践のステップでは、自分の身体を動かす感覚と、客観的な視点からの身体の動き方

とのズレの修正を行っていくことで、ボディイメージの育成を図ります 

手を回す運動とバタ足、さらに息継ぎという三つの動作を複合した泳法となるため、強度の高い全身運

動となり、体力の向上がのぞめます 

運動・感覚 認知・行動 

 

練習の中で要求されるコミュニケーション内容がより細かくなってくるため、本人の特性に合った伝達

の方法を用いていきます。集団でコースを使った練習となり、待ち時間も発生しやすいため、自分の順

番を憶えて待てるか、説明を受けた内容を忘れずに実践できるかなど、高度な課題に取組んでいきます 

言語・コミュニケーション 人間関係・社会性 

長期目標を達成したら、泳法（応用）チームに進みます 

泳法（応用）チーム 

長期目標 

① 背泳ぎで 25m を泳ぐ 

② 平泳ぎで 25m を泳ぐ 

③ バタフライで 25m を泳ぐ 

 

クロールとは異なる型の身体の動かし方を習得する過程で、ボディイメージはさらに洗練され、体力の

向上がのぞめます 

運動・感覚 認知・行動 

 

平均年齢も高めになりやすいため、練習の中で高い自立度が必要とされます。４泳法の習得が終了した

児童は、泳ぐことを楽しみながら反復練習の中でフォームの改善・体力の向上を図っていきます 

言語・コミュニケーション 人間関係・社会性 


